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〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
監
理
団
体

を
定
め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
四
〇
二
、
四
〇
三
）

L

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
表

の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の

項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項

の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実

習
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
〇
四
、
四
〇
五
）

〇
関
税
暫
定
措
置
法
別
表
第
一
の
六
に
掲
げ

る
物
品
の
平
成
二
十
五
年
度
の
初
日
か
ら

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入

数
量
を
告
示
す
る
件
（
財
務
三
四
〇
）

M

〇
平
成
二
十
五
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十

五
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
及

び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量
を
告
示
す
る

件
（
同
三
四
一
）

〇
平
成
二
十
五
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十

五
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
豚
肉
等
並
び
に

生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
の
各
輸
入
数

量
を
告
示
す
る
件
（
同
三
四
二
）

〇
史
跡
に
指
定
す
る
件（
文
部
科
学
一
五
四
）

〇
認
定
技
能
審
査
を
実
施
す
る
団
体
の
事
務

所
の
所
在
地
の
変
更
に
関
す
る
件

（
厚
生
労
働
三
三
九
）

〇
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
点
を
指
定
す
る

件
（
経
済
産
業
二
二
七
）

〇
海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に
対
す
る
射
撃

訓
練
を
実
施
す
る
件

（
同
二
一
二
〜
二
一
五
）

R

会
社
そ
の
他

L
I

〔
国
会
事
項
〕

R

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

岩
手
県

群
馬
県

神
奈
川
県

新

潟
県

長
野
県

岐
阜
県

愛
媛
県

仙
台

市

千
葉
市

川
崎
市

静
岡
市

広
島
市

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

社
内
検
定
認
定
公
示
（
厚
生
労
働
省
）

J
I

下
関
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

計
画
の
公
表
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
省
）

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

J
I

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
長
野
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
二
、
兵
庫
同

九
）

J
J

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁適

格
機
関
投
資
家
、
土
地
家
屋
調
査
士
懲

戒
処
分
、
製
造
た
ば
こ
小
売
定
価
関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
L

〔
省

令
〕

〇
寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
総
務
九
七
）

K

〔
規

則
〕

〇
人
事
院
規
則
九
e

三
〇（
特
殊
勤
務
手
当
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
人
事
院
九
e

三
〇
e

八
三
）

K

〔
告

示
〕

〇
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
五
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
保
有

す
る
歴
史
的
若
し
く
は
文
化
的
な
資
料
又

は
学
術
研
究
用
の
資
料
に
つ
い
て
同
令
第

六
条
の
規
定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行
う

も
の
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
（
内
閣
府
二
四
三
）

K

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
四
〇
〇
）

〇
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い

に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
条
の
規
定
に

よ
る
承
認
を
し
た
件
（
同
四
〇
一
）

L

〇
中
小
企
業
支
援
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
中
小
企
業
診
断
士
を
登
録
し

た
件
（
同
二
二
八
）

M

〇
中
小
企
業
支
援
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
中
小
企
業
診
断
士
を
再
登
録

し
た
件
（
同
二
二
九
）

N

〇
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に

関
す
る
規
則
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
氏
名
に
係
る
登
録
簿
の
変
更
を
し

た
件
（
同
二
三
〇
）

〇
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に

関
す
る
規
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
登
録
の
消
除
を
し
た
件

（
同
二
三
一
、
二
三
二
）

〇
白
神
山
地
鳥
獣
保
護
区
を
更
新
し
た
件

（
環
境
九
六
）

O

〇
森
吉
山
鳥
獣
保
護
区
を
更
新
し
た
件

（
同
九
七
）

〇
森
吉
山
・
太
平
湖
特
別
保
護
地
区
を
指
定

し
た
件
（
同
九
八
）

〇
和
白
干
潟
・
多
々
良
川
河
口
鳥
獣
保
護
区

を
指
定
し
た
件
（
同
九
九
）

P

〇
男
女
群
島
鳥
獣
保
護
区
を
更
新
し
た
件

（
同
一
〇
〇
）

〇
男
女
群
島
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
一
〇
一
）

〇
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
の
産
業
廃
棄

物
の
無
害
化
処
理
に
係
る
認
定
の
申
請
が

あ
っ
た
件
（
同
一
〇
二
）

Q

〇
海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆

撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
二
一
〇
、
二
一
一
）
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